
DraftSightに関するFAQ（よくある質問と回答） 
 
DraftSight®とは何ですか？ 
DraftSightは、無償で提供されるプロフェッショナル仕様の2次元CAD製品で、
DraftSight.comからダウンロードして入手できます。DraftSightにより、CADの専門家、
学生、教職員は、DWGファイルの作成、編集、表示を効率的に行うことができます。 
 
DraftSightは、高度なアーキテクチャにより、Microsoft® Windows XP®、Windows 
Vista®、Windows® 7、Mac®、Linux®（Mac®およびLinux®は現在ベータ版）など各種OS
上で動作し、短時間でダウンロードできます。 
 
無償の製品とは別に、有償のDraftSight Premium Packもご用意しています。これはテ
クニカル サポートとサービスを含む手頃な価格のパッケージで、ソフトウェアの導
入、カスタマイズ、統合のサポートを提供することで企業や教育機関がスムーズに
CAD要件を管理できるように支援します。さらに、すべてのユーザーが
DraftSight.comからアクセスできるオープンなオンライン コミュニティも運営してい
ます。このコミュニティは、サポートや学習リソースとともに、交流や質問、意見
の共有を行うための環境を提供します。 
 
Dassault Systèmes が DraftSightを発表した理由は何ですか？ 
お客様への聞き取り調査を何度か実施した結果、DWGファイルの共有に対する強い
ニーズがあることが判明したからです。 
 
DraftSight.comを通じて形成されるオンライン コミュニティと、直ちに利用できる
DraftSightを提供することは、ユーザーを主体とした情報の共有と高品質なサービス
の提供を促進するという弊社の取り組みにおいてはごく自然な流れであり、これに
より、弊社製品をご利用のお客様と世界中のすべてのCADユーザーに大きな価値を
提供することができます。 
 
DraftSightの用途を教えてください。 
DraftSightは次のような目的に使用できます。 
• 2次元図面の作成 
• .dwgと.dxfファイルのアップデートと保存 
• PDFファイルの作成 
• .dwgまたは.dxfファイル形式でデータのやりとりが必要な企業とのファイル交換 
 
DraftSightの価格を教えてください。 
スタンドアロンのシングルユーザー向けのDraftSightは、DraftSight.comから無償*で
ダウンロードできます。 
 
DraftSightのダウンロードとアクティベーションに必要な情報は何ですか？ 
DraftSightのダウンロードとインストールには、特別な情報は必要ありません。ただ
し、製品のアクティベーションを行う必要があり、有効な電子メール アドレスを入
力するよう求められます。また、6ヶ月後に再度アクティベーションを行う必要があ
り、それ以降は12ヶ月ごとにアクティベーションが必要になります。ダウンロード
とアクティベーションを行うには、インターネット接続が必要です。 



DraftSightは誰でもダウンロードできますか？ 
どなたでもダウンロードできます。DraftSightは、CADの専門家、学生、教職員の
方々を対象に開発されています。 
 
WindowsにDraftSightをインストールするためのシステム構成（推奨要件と最小要件）
を教えてください。DraftSightをWindowsに正しくインストールして実行するには、
システムが次の最小要件を満たしている必要があります。 

• システム構成（最小）： 

o Microsoft® Windows® XP®（SP2）、Windows Vista®、またはWindows 7  
o Intel® Pentium® 4プロセッサ（2GHz以上）  
o 300MBのハードディスク空き容量（インストールするアクセサリ アプ
リケーションによって異なる） 

o 1GBの RAM  
o High Color（16ビット）グラフィックス カード 
o Super VGA（1024x768）ディスプレイ 
o マウス  
o ダウンロードとアクティベーションを行うためのインターネット接続
（オプション） 

• システム構成（推奨）： 

o Microsoft Windows XP（SP2）、Vista® Business、またはWindows 7  
o Intel Core™ 2 Duo、AMD Athlon™ X2 Dual-Coreプロセッサ、またはそれ
以上 

o 400MBのハード ディスク空き容量（インストールするアクセサリ アプ
リケーションによって異なる） 

o 2GBまたは 3GBの RAM 
o 3Dグラフィックス アクセラレータ カード 
o 22インチ ディスプレイ 
o ホイール付きマウス 
o ダウンロードとアクティベーションを行うためのインターネット接続
（オプション） 

 
Mac®にDraftSightをインストールするためのシステム構成を教えてください。
DraftSightをMacに正しくインストールして実行するには、システムが次の最小要件
を満たしている必要があります。 

• システム構成 

o Intel®プロセッサが搭載されたMacマシン 
o Mac OS X v10.5.8（Leopard）または v10.6.x（Snow Leopard）または

v10.7.x（Lion） 
o 1GBの RAM（2GBを推奨） 
o インストール用に 2GBのハードディスク空き容量 
o 1024x768ディスプレイ（1280x800を推奨）と 16ビットのビデオ カード 



o マウス 
o ダウンロードとアクティベーションを行うためのインターネット接続
（オプション） 

o DVD からインストールを行うための DVD-ROM ドライブ（ダウンロー
ドによるインストールの場合は不要） 

 
Linux®にDraftSightをインストールするためのシステム構成を教えてください。
DraftSightをLinux®に正しくインストールして実行するには、システムが次の最小要
件を満たしている必要があります。 

• システム構成 

o Ubuntu® 9.10 Gnome、Fedora® 14 Gnome、Suse® 11.2 Gnome、Mandriva® 
2010 Gnomeおよび KDE、またはそれ以降のバージョン（その他は開発
中）、32ビット 

o 1GHzの x86プロセッサ 
o 1GBの RAM（2GBを推奨） 
o インストール用に 1GBのハードディスク空き容量 
o 1024×768 のディスプレイ（1680×1050 以上を推奨）および True Color
のグラフィック カードとマウス（ホイール付きマウスを推奨） 

o ダウンロードによるインストールを行うためのインターネット接続
（オプション）  

o DVD からインストールを行うための DVD-ROM ドライブ（ダウンロー
ドによるインストールの場合は不要）  

 
注意:VMwareなどの仮想マシンはサポートされません。Dassault Systèmesライセンス 
サーバーを仮想マシン上で実行またはインストールすることはできません。 
 
DraftSightのダウンロードとインストールにはどの程度の時間がかかりますか？ 
高度なアーキテクチャに基づいて開発されたDraftSightは、サイズが小さく、数分で
ダウンロードが完了します。ダウンロード後、数回クリックするだけでインストー
ルが実行され、数分以内に使用を開始できます。 
 
サポートが必要になった場合、DraftSightではどのようなサポートが提供されま
すか？ 
DraftSightは、企業、教育機関、個人ユーザー向けのサービスを提供します。 
 

企業向けのDraftSight Premium Packは、ワールドワイドなテクニカル サポートとサー
ビスを含む手頃な価格のパッケージで、ソフトウェアの導入、カスタマイズ、統合
のサポートを提供することで企業がスムーズにCAD要件を管理できるように支援し
ます。Premium Packはサブスクリプションベースのサービスで、1年単位で更新可能
です。 

企業： 

 
 



このパッケージには以下の内容が含まれます。 
• 電話および電子メールによるテクニカル サポート（8言語に対応）。 
• 組織全体に2D CADを導入するためのネットワーク ライセンス。ライセンス管理や、
バージョンごとのデータの非互換性に対処する手間を省きます。 
• DraftSight API（アプリケーション プログラミング インタフェース）とAPIアップデ
ートへのアクセス。DraftSight APIは、ユーザー企業によるDraftSightのカスタマイズ
と自動化を可能にします。現行のDWGベースのCADシステムをLISPや他のマクロを使
用して自動化、カスタマイズ、または統合している場合は、DraftSight Premium Pack
で提供されるAPIが優れた価値を発揮します。 
• メジャー リリースやService Packを含む、DraftSightの最新バージョンへの自動アッ
プグレード。 
 
Premium Packは、5ライセンス以上でのご購入になります。詳細については、電子メ
ール （premium@draftsight.com）でご連絡いただくか、弊社Webサイトのお問い合わ
せページ（http://www.3ds.com/jp/products/draftsight/services/）よりお尋ねください。 
 

教育機関向けに特別価格で提供しているDraftSight Premium Packには、企業向けの
Premium Packと同じ内容（上記参照）に加えて、DraftSightの基本に重点を置いた包
括的なカリキュラム教材が付属しています。カリキュラムのガイドは全10章で構成
される260ページのトレーニング マニュアルで、80以上の練習問題とシード ファイ
ルが収録されています。各章には復習セクションと試験セクションが用意されてい
ます。 

教育機関： 

 
このサービスは、Classroom Pack（45ライセンス）とCampus Pack（200ライセンス）
で提供されます。 
 
詳細については、電子メール （DraftSight.Education@3ds.com）でご連絡いただくか、
弊 社 Web サ イ ト の お 問 い 合 わ せ ペ ー ジ
（http://www.3ds.com/jp/products/draftsight/services/）よりお尋ねください。 
 

Prosumer Serviceは、個人ユーザーによるDraftSightのインストール、アクティベーシ
ョン、設定、および使用を支援するために作成されています。この有料サービスに
は、電子メールおよび電話でのサポートが含まれており、3ヶ月または12ヶ月単位で
更新可能です。ユーザーは、3DSストアで

個人ユーザー： 

このサービスをオンライン購入できます。 
 
現時点では、このサービスは一部の国でしかご利用いただけません。 
 

DraftSight.comを通じてオープンなオンライン コミュニティにアクセスして、サポー
トや学習用のリソースを入手できます。このコミュニティでは、交流や質問、およ
び意見の共有を行うための環境も用意されています。 

DraftSightオンライン コミュニティ サポート： 

 
 



学生および教育機関向けとしては、どのようなDraftSight製品がありますか？ 
無償で提供されるプロフェッショナル仕様のスタンドアロン製品のほかに、
Premium Packを提供しています。これはテクニカル サポートとサービスを含む手頃
な価格のパッケージで、ソフトウェアの導入、カスタマイズ、統合のサポートを提
供することで教育機関がスムーズにCAD要件を管理できるように支援します。 
 
Premium Packには以下の内容が含まれます。 
 
• 電話および電子メールによるテクニカル サポート（8言語に対応）。 
• 組織全体に2D CADを導入するためのネットワーク ライセンス。ライセンス管理や、
バージョンごとのデータの非互換性に対処する手間を省きます。 
• DraftSight API（アプリケーション プログラミング インタフェース）とAPIアップデ
ートへのアクセス。DraftSight APIは、ユーザー組織によるDraftSightのカスタマイズ
と自動化を可能にします。現行のDWGベースのCADシステムをLISPや他のマクロを使
用して自動化、カスタマイズ、または統合している場合は、DraftSight Premium Pack
で提供されるAPIが優れた価値を発揮します。 
• メジャー リリースやService Packを含む、DraftSightの最新バージョンへの自動アッ
プグレード。 
• DraftSightの基本に重点を置いた包括的なカリキュラム教材。カリキュラムのガイ
ドは全10章で構成される260ページのトレーニング マニュアルで、80以上の練習問
題とシード ファイルが収録されています。各章には復習セクションと試験セクショ
ンが用意されています。 
 
このサービスは、Classroom Pack（45ライセンス）とCampus Pack（200ライセンス）
で提供されます。 
 
詳細については、電子メール （DraftSight.Education@3ds.com）でご連絡いただくか、
弊 社 Web サ イ ト の お 問 い 合 わ せ ペ ー ジ
（http://www.3ds.com/jp/products/draftsight/services/）よりお尋ねください。 
 
DraftSightのローカライズ版はありますか？ 
はい、あります。現在、以下の言語版のDraftSightが用意されています。 
英語、簡体字中国語、繁体字中国語、チェコ語、フランス語、ドイツ語、イタリア
語、スペイン語、日本語、韓国語、ポーランド語、ポルトガル語（ブラジル）、ト
ルコ語、ロシア語 
 
既存のサポート ファイルをDraftSightで使用できますか？ 
テンプレート ファイル（.dwt）やメニュー ファイル（.cui、.mnu、.mns）など既存
のサポート ファイルを所有している場合は、ゼロからファイルを作成する必要はあ
りません。DraftSightではこれらのファイルや他のサポート ファイルを使用できます。 
 
DraftSightではどのようなファイル形式にエクスポートできますか？ 
DraftSightでは、PDF、PNG、TIF、SAT、STLなど、さまざまなラスター形式を指定して
エクスポートすることができます。 
 



DraftSightではどのようなファイル形式を開いて保存することができますか？ 
DraftSightでは、.dwgファイル形式以外に、.dxfファイルの読み取りと保存が可能です。
他の多くの製品と同様に、DraftSightではDWGファイル形式をサポートするために、
Open Design Alliance（ODA）ライブラリを利用しています。 
 
DWGファイルとDXFファイルにはさまざまなバージョンがあります。DraftSightでは
どのバージョンの読み取りと書き込みが可能ですか？ 
前述のODAライブラリにより、DraftSightは2011年10月時点で2.5以降のバージョン
の.dwgファイルと.dxfファイルの読み取り、R12から2010までのバージョンの保存に
対応しています。 
 
他の2次元CADアプリケーションを使い慣れている場合、DraftSightの導入は簡単で
すか？ 
はい。お客様のフィードバックを参考にしながら開発されており、2D CADの経験があ
るユーザーであれば最低限のトレーニングですぐに利用できるようになっています。 
 
経験豊富な設計者にも初心者の方にも役立つ、作業の各ステップで参照できるオン
ライン ラーニングの資料も用意しています。さらに、DraftSightを効率的に使用する
ための基本的なスキルを180ページ以上にわたって解説したGetting Started Guideも無
償で提供しています。 
 
DraftSightで利用できる学習用リソースはありますか？ 
はい。DraftSight.comからアクセスできるDraftSightコミュニティに参加すれば、次の
ようなさまざまな学習用リソースをすぐに利用できます。 
• 充実したオンラインのトレーニング ビデオ 
• わかりやすいチュートリアル 
• カリキュラム教材 
• DraftSightコミュニティのオンラインディスカッションフォーラム（iQuestions コー
ナー） 
 
また、ヒントやテクニック、ビデオを参照できるDraftSight Getting Started Guide
やflipbookも
 

あります。 

*スタンドアロン ライセンス。製品インストールにはアクティベーションが必要です。 
DraftSightおよびDraftSightロゴは、Dassault Systèmesの米国およびその他の国におけ
る 商 標 で す 。 そ の 他 の ブ ラ ン ド 名 ま た は 製 品 名 は 各 所 有 者 の 商 標 で す 。 
Copyright © 2012 Dassault Systèmes. 



<<

  /ASCII85EncodePages false

  /AllowTransparency false

  /AutoPositionEPSFiles true

  /AutoRotatePages /None

  /Binding /Left

  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)

  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)

  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)

  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)

  /CannotEmbedFontPolicy /Warning

  /CompatibilityLevel 1.5

  /CompressObjects /Tags

  /CompressPages true

  /ConvertImagesToIndexed true

  /PassThroughJPEGImages true

  /CreateJobTicket false

  /DefaultRenderingIntent /Default

  /DetectBlends true

  /DetectCurves 0.0000

  /ColorConversionStrategy /sRGB

  /DoThumbnails false

  /EmbedAllFonts true

  /EmbedOpenType false

  /ParseICCProfilesInComments true

  /EmbedJobOptions true

  /DSCReportingLevel 0

  /EmitDSCWarnings false

  /EndPage -1

  /ImageMemory 1048576

  /LockDistillerParams false

  /MaxSubsetPct 100

  /Optimize true

  /OPM 1

  /ParseDSCComments true

  /ParseDSCCommentsForDocInfo true

  /PreserveCopyPage true

  /PreserveDICMYKValues true

  /PreserveEPSInfo true

  /PreserveFlatness false

  /PreserveHalftoneInfo false

  /PreserveOPIComments true

  /PreserveOverprintSettings true

  /StartPage 1

  /SubsetFonts true

  /TransferFunctionInfo /Apply

  /UCRandBGInfo /Preserve

  /UsePrologue false

  /ColorSettingsFile ()

  /AlwaysEmbed [ true

  ]

  /NeverEmbed [ true

  ]

  /AntiAliasColorImages false

  /CropColorImages false

  /ColorImageMinResolution 300

  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleColorImages true

  /ColorImageDownsampleType /Bicubic

  /ColorImageResolution 150

  /ColorImageDepth -1

  /ColorImageMinDownsampleDepth 1

  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeColorImages true

  /ColorImageFilter /DCTEncode

  /AutoFilterColorImages true

  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG

  /ColorACSImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /ColorImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /JPEG2000ColorACSImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /JPEG2000ColorImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /AntiAliasGrayImages false

  /CropGrayImages false

  /GrayImageMinResolution 300

  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleGrayImages true

  /GrayImageDownsampleType /Bicubic

  /GrayImageResolution 150

  /GrayImageDepth -1

  /GrayImageMinDownsampleDepth 2

  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeGrayImages true

  /GrayImageFilter /DCTEncode

  /AutoFilterGrayImages true

  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG

  /GrayACSImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /GrayImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /JPEG2000GrayACSImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /JPEG2000GrayImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /AntiAliasMonoImages false

  /CropMonoImages false

  /MonoImageMinResolution 1200

  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleMonoImages true

  /MonoImageDownsampleType /Bicubic

  /MonoImageResolution 600

  /MonoImageDepth -1

  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeMonoImages true

  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode

  /MonoImageDict <<

    /K -1

  >>

  /AllowPSXObjects false

  /CheckCompliance [

    /None

  ]

  /PDFX1aCheck false

  /PDFX3Check false

  /PDFXCompliantPDFOnly false

  /PDFXNoTrimBoxError true

  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [

    0.00000

    0.00000

    0.00000

    0.00000

  ]

  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true

  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [

    0.00000

    0.00000

    0.00000

    0.00000

  ]

  /PDFXOutputIntentProfile ()

  /PDFXOutputConditionIdentifier ()

  /PDFXOutputCondition ()

  /PDFXRegistryName ()

  /PDFXTrapped /False



  /CreateJDFFile false

  /Description <<

    /ENU ([Based on 'Dassault_screen'] [Based on 'Dassault_screen'] [Based on 'Dassault_screen'] Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)

  >>

  /Namespace [

    (Adobe)

    (Common)

    (1.0)

  ]

  /OtherNamespaces [

    <<

      /AsReaderSpreads false

      /CropImagesToFrames true

      /ErrorControl /WarnAndContinue

      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false

      /IncludeGuidesGrids false

      /IncludeNonPrinting false

      /IncludeSlug false

      /Namespace [

        (Adobe)

        (InDesign)

        (4.0)

      ]

      /OmitPlacedBitmaps false

      /OmitPlacedEPS false

      /OmitPlacedPDF false

      /SimulateOverprint /Legacy

    >>

    <<

      /AddBleedMarks false

      /AddColorBars false

      /AddCropMarks false

      /AddPageInfo false

      /AddRegMarks false

      /BleedOffset [

        0

        0

        0

        0

      ]

      /ConvertColors /ConvertToRGB

      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)

      /DestinationProfileSelector /UseName

      /Downsample16BitImages true

      /FlattenerPreset <<

        /PresetSelector /MediumResolution

      >>

      /FormElements false

      /GenerateStructure false

      /IncludeBookmarks true

      /IncludeHyperlinks true

      /IncludeInteractive false

      /IncludeLayers false

      /IncludeProfiles true

      /MarksOffset 18

      /MarksWeight 0.250000

      /MultimediaHandling /UseObjectSettings

      /Namespace [

        (Adobe)

        (CreativeSuite)

        (2.0)

      ]

      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK

      /PageMarksFile /RomanDefault

      /PreserveEditing true

      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile

      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged

      /UseDocumentBleed false

    >>

    <<

      /AllowImageBreaks true

      /AllowTableBreaks true

      /ExpandPage false

      /HonorBaseURL true

      /HonorRolloverEffect false

      /IgnoreHTMLPageBreaks false

      /IncludeHeaderFooter false

      /MarginOffset [

        0

        0

        0

        0

      ]

      /MetadataAuthor ()

      /MetadataKeywords ()

      /MetadataSubject ()

      /MetadataTitle ()

      /MetricPageSize [

        0

        0

      ]

      /MetricUnit /inch

      /MobileCompatible 0

      /Namespace [

        (Adobe)

        (GoLive)

        (8.0)

      ]

      /OpenZoomToHTMLFontSize false

      /PageOrientation /Portrait

      /RemoveBackground false

      /ShrinkContent true

      /TreatColorsAs /MainMonitorColors

      /UseEmbeddedProfiles false

      /UseHTMLTitleAsMetadata true

    >>

  ]

>> setdistillerparams

<<

  /HWResolution [2400 2400]

  /PageSize [612.000 792.000]

>> setpagedevice





